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建築生産を推し進める関係者は、建築行為を発意・企画する発注者、設計者及
び専門技術者、建築部材及び設備機器の製造業者、総合工事業者、専門工事業者
などによって構成されている。建築生産を考えていく上で、施工技術と管理技術
について共に研究することが不可欠で、建築生産プロセスにおける関係者に対す
る研究が十分なされていないのが現状である。特に、韓国の場合は管理技術につ
いての認識は低い。この課題を解決するには管理技術が優れている国との比較研
究が有効であり、本研究の始発点でもある。本研究は、日本と韓国の建築生産プ
ロセスにおける発注者、工事管理者、職長の建築プロジェクトに関する発注、工
事管理、作業管理に関する意識を把握することを目的としている。本論文は以下
に示す5章から成る。 
 
第1章 序論 
建築生産プロセスをめぐる発注者、工事管理者、職長の業務の現状と既往の研
究を示し、本研究の目的及び範囲について述べた。 
 
第2章 建築生産プロセスにおける発注者の意識に関する調査研究 
 本調査では、発注者のニーズやその変化・業務に対する満足度などについて明
らかにすることを目的として、建設会社を除く日本上場企業2,492社と韓国上場
企業1,491社を対象として、郵送による意識アンケートを実施した。その内、日
本は216社、韓国は104社の回答を得た。 
 1節では、日本における発注者の意識を調べた。過去5年間の建築プロジェクト
に対する意識を見ると、68％以上が設計・監理の委託先をもっていないことが判
った。最近の建築プロジェクトに対する意識を見ると、建設会社の業務に対する
満足度が高いことが判った。VE提案制度の内容や仕組みに対して発注者の理解が
まだ浸透しておらず、今後より発注者の理解を得るための説明や広報が必要であ
ることが判った。CM方式でコストの透明化と低減に対する期待が高いことが判っ
た。 
 2節では、韓国における発注者の意識を調べた。過去5年間の建築プロジェクト
に対する意識を見ると、同じ設計事務所に委託する割合（38.8％）と特定の委託
先を持っていない割合（40.3％）を判った。最近の建築プロジェクトに対する意
識を見ると、工事監理に対する不満足度が高い(19.4％)ことが判った。VE提案制
度に関して今後活用したい前向きな発注者が多い（54.8％）ことが明らかになっ
た。CM方式で品質の向上と工期短縮に対する期待が高いことが判った。 
 3節では、日本と韓国における発注者の意識比較を行った。過去5年間の建築プ
ロジェクトに対する意識を見ると、日本の場合、事業企画等にあった設計を行え
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る機関を求めていることが判った。韓国の場合、同じ設計事務所に委託する意識
が高いことが判った。最近の建築プロジェクトに対する意識を見ると、日本の場
合、建設会社の業務に対する満足度が高い、韓国の場合、工事監理に対する不満
足度が他の項目より高いことが判った。VE提案制度について、日本の場合、現在
活用している企業が46.3%であるが、韓国の場合6.7％と低い現状となっている。
また、VE提案によって減額となった工事費の取り扱いについて日本と韓国の意識
を確認した。CM方式で期待することは、日本の場合、コストの透明化と低減に対
する期待が高いが、韓国の場合、品質の向上と工期短縮に対する期待が高いこと
が判った。海外建築資材の採用に関しては、積極的に検討したい意識が日本の場
合7.9%であるが、韓国の場合は4.8％と低い意識となっている。 
 
第3章 建築生産プロセスにおける工事管理者の意識に関する調査研究 
 本調査では、建築現場での工事管理者の業務内容及び業務時間と工事業務に対
する意識について明らかにすることを目的に、日本の現場3箇所と韓国の現場3
箇所を対象として、1週間の業務を10分単位のバーチャートで記入する方法とイ
ンタビュー方法に基づいて調査した。 
1節では、日本における工事管理者が現場内業務に費やす時間と現場巡回・作
業立会いの時間などを明らかにした。現場巡回・作業立会業務に費やす時間が少
ない現場は、現場事務所から現場の様子も観察できる状況で現場巡回業務が少な
くなったと考えられる。重要度に関する意識が高い業務を見ると、図面検討・チ
ェック、定例・非定例的な発注者・設計者との打合せ、各種工事計画立案、図面
作成等である。この結果は建築物の基礎情報である図面検討・チェックを行い、
次に発注者の意思の反映、設計者と図面の詳細打合せ等を行い、それを反映して
各種工事計画を立案し、新しい図面と施工図の作成等一連の工事サイクルと重要
度に関する意識が高い業務が一致していると確認した。所要時間の意識について
意識が高い項目は、図面検討・チェック、各種工事計画立案、図面作成業務であ
ることを確認した。又、これらの業務は重要度に関して意識が高い業務でもある 
 2節では、韓国における工事管理者の業務時間と意識で、工事業務の内容と業
務時間、業務に対する意識などを明らかにした。韓国の管理者は職位、職務内容
により自分の業務に集中する業務体制を反映した時間配分となっていることを
確認した。韓国の工事管理者は、各種工事計画立案・工程表作成に対して時間配
分より所要時間意識が高い。韓国の工事管理者は、現場の事情、実体をもっと詳
しく把握するために現場巡回、作業立会いが必要である認識を反映している。 
 3節では、日本と韓国の現場の管理業務時間と業務内容を比較した。工事業務
の重要度に関する意識が高い業務を見ると、日本の場合、図面検討・チェック、
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定例・非定例な発注者・設計者との打合せなどであるが、韓国の場合、現場巡回、
作業立会い、図面検討・チェック業務である。韓国の場合は、重要度が低いと認
識する業務については所要時間意識も同様に少ない傾向が見られる。日本の場合
は、この傾向は見られない。この結果は日本の管理者は職位、職務に関係なく全
ての管理業務を行う傾向があるが、韓国の管理者は職位、職務により自分の業務
に集中する業務体制を反映していると考えられる。日本と韓国の場合、所要時間
意識について意識が高い項目は、重要度に関しても意識が高い業務とほぼ一致す
る傾向がある。しかし、日本の場合、図面作成業務に対して時間配分より所要時
間意識が高いが、韓国の場合は各種工事計画立案・工程表作成に対して時間配分
より所要時間意識が高い。 
 
第4章 建築生産プロセスにおける職長の意識に関する調査研究 
 本調査では、職長の作業管理の実態と意識などをについて明らかにすることを
目的に、鉄骨工事職長を対象として、郵送または対面による意識アンケートを実
施した。調査アンケートは、日本の場合298部、韓国の場合167部を配布しその内、
日本は111社、韓国は103社の回答を得た。 
1節では、日本における職長の作業実態と意識を調べた。現場の打合せは1日2
回～3回が43.2％であり、作業時の疑問の処理は総合工事業の工事管理者と打合
せすることが判った。作業管理の重要度について職長と会社は安全、コスト、品
質、工期の順となっており、専門工事業者と職長個人の意識が一致していること
が明らかにした。 
 2節では、韓国における職長の作業実態と意識を調べた。現場の打合せは1日1
～2回であり、作業時の疑問の処理は専門工事業者と打合せすることが判った。
作業管理の重要度について職長は安全、品質、コスト、工期の順であるが、専門
工事業者が重要と認識しているのは、安全、コスト、品質、工期の順となってい
る。職長と専門工事業者は安全第一の意識は一致しているがコストについては一
致していないことから専門工事業者側のコスト削減の意識を確認した。 
 3節では、日本と韓国における職長の作業実態の意識比較を行った。日本の職
長と専門工事業者は安全、コスト、品質、工期について意識が一致しており、韓
国の職長はコストについては一致していないことが判った。職長に求められる能
力は、日本と韓国ともに上位3項目は、分析能力、指揮・指導能力、リーダーシ
ップ能力であることが判った。日本と韓国においては、鉄骨検査を発注する主体
が異なることを明らかにした。  
第5章 結論 
 各章の結論を総括して述べた。 
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